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中山間地域における災害時の孤立による情報伝達システムの研究 
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表 1-2 静岡県の救援表示シートの使用手順 
（地方都市等における地震防災のあり方に関する専
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写真2-2 夜間での撮影 



















































































写真 2-5 ヘリコプターから撮影した救難サイン写真 2-4 ラインで救難サインを作成 





      
写真2-2 夜間での撮影 



















































































写真 2-5 ヘリコプターから撮影した救難サイン写真 2-4 ラインで救難サインを作成 





















写真 2-11 700m 上空より撮影した救難サイン
写真 2-10 400m 上空から撮影した救難サイン
写真 2-9 300ｍ上空から撮影した救難サイン











































































































写真 2-11 700m 上空より撮影した救難サイン
写真 2-10 400m 上空から撮影した救難サイン
写真 2-9 300ｍ上空から撮影した救難サイン






























































































































































































































































































































































































































与える LED の発光間隔も 200[ms]～1000[ms]に変化
させ、送信機が発光させた色を受信機が正しく判定
することができた比率（認識率）を測定した。結果



























実験 1 で発光間隔 200～400[ms]で急激に悪化して






















図 3-6：認識率の測定結果【実験 1】 
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図 3-6：認識率の測定結果【実験 1】 






















図 3-8：認識率の測定結果【実験 2】 
99
参照）。これは、図 3-4 における受信機側の CPU の
処理能力が 2 回の実験で異なっていることに起因し
ていると推測している。実験 1 は、AMD Athlon 64x2 
(1.9[GHz])を、実験 2 は、 Intel Core2Duo E8400 
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とに不安と焦燥と心労が重なり、大変苦労を強いら   
ビブス 
腕章 
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図 4-1 災害時に 
おける「耳マーク」
の活用案 
れた。その結果、聴覚障害者の多くは避難所にいづ
らくなり、いつの間にか避難所から姿を消していっ
た。大地震発生後、数日が経ち、ようやく手話関係
者が聴覚障害者を支援するために避難所を訪れ、聴
覚障害者の姿を追い求め体育館や講堂の中を歩き回
った。体育館や講堂に避難した人の数は２０００人
～３０００人とされている（体育館や講堂の広さに
よって収容人数は変わる）。そのため手話関係者が聴
覚障害者を探し出すのに多くの時間を要し、大変な
苦労を強いられた。そこで和歌山大学・防災研究教
育センターは、阪神淡路大震災の教訓を活かし、聴
覚障害者が目で情報を確認できる｢聴覚障害者用ビ
ブス｣を活用し、聴覚障害者と地域の人々が、互いに
コミュニケーションが可能となる｢情報保障｣のプロ
グラム開発に着手している。 
※現在、（社）和歌山県聴覚障害者協会から聴覚障
害者用ビブスのデザイン変更の申し出もあり、聴覚
障害者用ビブスのデザインについて協議を行ってい
る。 
（今西・北村） 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．中山間地域に必要な非常用電源 
 今回の東日本大震災では近い将来の東南海・南海地
震をイメージさせることが多く存在した。もちろん情
報通信が重要であるが、通信機器を使うにしても停電
時には使用できないことが多い。そのためにも非常用
電源を必ず設置するように政府の検討会資料では述
べられている。しかし自家発電機はガソリン、ディー
ゼルなどが多く、普段から利用していないと使えない
ことが多い。最近はカセット用のガスボンベを利用し
た自家発電機が開発されている。 
 またハイブリット車や電気自動車のバッテリを利
用して、地域の蓄電池という利用が検討されている。 
和歌山県では最近、風車が目立っているが、太陽光を
利用した発電も多くなっている。 
紀伊半島は昔から川の傾斜が大きいため、流れが強
い特徴がある。そのため地域では水力発電を実施しよ
うという雰囲気が高くなっている。特に過疎化で高齢
化の高い中山間地域では産業が減少しては地域が発
展しない。持続的な生活をしようとすれば、地域でエ
ネルギーの地産・地消を検討する必要がある。 
私たちは情報通信を中心に研究してきたが、今後は
中山間地域の発展のために、自立的で、長期間に孤立
しても生活可能な災害に強い集落作りを検討してい
く必要がある。 
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